中国寧海麻将は日本麻雀のルーツか by 青野 滋
はじめに
中華人民共和国の寧海 ニンハイ は上海市の南方に位置する人口約 万人の県 ）であ









































枚プラス花牌 ファパイ 枚を使用する 花麻将 ファマーチャン ）。
花牌は 春 チュン 夏 シア 秋 チュ 冬 ドン と 梅 メイ 蘭 ラン 竹
ジュ 菊 ジィ ） の 種類で各 枚ずつ。
写真
手牌は 枚。東家の配牌はいわゆる チョンチョン 取りで 枚。
王牌は 枚残し。カンが 回ある毎に 枚ずつ増える。
カンと花牌の補牌は槓上から。
アガリ形は メンツと 雀頭の基本形のみ。











































底 ディ とはアガリ点を計算する場合の基本点のことで、日本式の副底 ふーてい と同
じで使用する文字も同じ。
日本式では だが観戦した卓では でやっていた。プレイヤーの解説によると この底を
とか とか、グループによって自由に決めてレートの調整をしている とのこと。底の数値を
上げれば動く点数が大きくなる訳である。
低いレートなら でもいいし、 、 と上げてもいい。我々は今 でやっている
数字の後ろにあえて 点 を付けなかったのは、その数字がそのまま卓のレートを表わして







































副底 （中ミンコ） 符 （一万アンコ） 符
これをまず に切り上げるのが現代の日本式 ）なので




























































底 （発アンコ） 胡 （二筒ミンコ） 胡 （四索ミンコ） 胡 （八万ミンコ） 胡




写真 は南家のアガリだとして、 春夏秋冬 の花槓 台と（蘭）の座花 台を抜いている
から合計 台で








写真 は 局の 人の最終手牌。西家が東家に（八万）で放銃した局面である。
写真 東家のアガリ点は
底 （二索ミンコ） 胡 （カンチャン待ち） 胡 （花牌 枚） 胡
役がないから計算は以上で終了し
切り上げて がアガリ点。









































































































日本にもかつては、第 打に他者の風牌を打つときに 失礼 と声をかける年配者がいた。





特にメンツ構成点の日本式 符 と寧海式 胡 が同じ フ という発音である上に、
明 から 暗 、 刻 から 槓 、 中張 から 九 へとそれぞれ倍になっていき、 か
ら に至るまで全く同じ点数だということ。


























基本点 名称 底 ディ 副底 ふーてぃ
点数









枚 花牌使用 枚 花牌使用 枚 枚 枚 花牌不使用
王牌あり 枚 王牌なし 王牌あり 枚 王牌あり 枚
七対子 なし あり なし あり
十三 九 なし あり あり あり
アガリの縛り なし 点縛り なし 翻縛り
ゲーム単位 一荘 一荘 一荘 半荘
連荘 あり なし あり あり
捨牌フリテン なし なし 現物のみ あり
アンカン 即時公開 非公開 公開 公開
捨牌 整然切り バラ切り 整然切り 整然切り
ツモアガリの包






















） 麻将 はマージャンの中国語表記。日本語では 麻雀 。
）国際マインドスポーツ協会の正式な種目はブリッジ、チェス、囲碁、中国象棋、ドラフト（チェッカー）、
麻将の 種目。
）花牌を使用しない麻将は 素麻将 スマーチャン 。











） 二 ヤオアル は、子とオヤのアガリ点に差を生じさせる日本式ルール。
）榛原茂樹 麻雀精通 年（昭和 年）刊、等。
）高手 ガオシュ 達人。
